
第１章：はじめに

一般に、英語には現在、過去、未来の３時制があると言われるが、言語学者の間では、多く

のヨーロッパ言語同様、英語には未来時制はなく、過去と非過去の２時制とする意見が多い

（個々の意見は第３章参照）。また、中学校、高等学校等で英語を教える教員も、時制のコンセ

プトをわかりやすく説明するために、「未来時制」という用語を用いて教えている場合がいま

だに多いようである。

言語学者の見識、英語教員の知識、中学校で教えるべき内容、また現職教員が学生時代に学

んだ内容と 新の概念がそれぞれ異なるため、混乱をきたしているのではないかと考える。そ

こで本稿は、時制とアスペクトに焦点を当て、英語の未来時制および未来表現について言語学

者の見識に基づいて考察を行う。さらに、学習指導要領および教科書での扱いを検証し、教員

の授業での実際を明らかにし、特に中学校において、時制に関し何をどこまで教えるのが望ま

しいかを、英語教員および英語教員を目指す人たちに提案したい。

また、本稿のタイトルに用いている用語であるが、研究書には、「テンスとアスペクト」と

するものや「時制と相」とするものがあるが、和語とカタカナ語を比較し、一般的に認知度の

高い「時制とアスペクト」とした１。
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第２章：時制とアスペクトの捉え方

時制とアスペクトはどちらも「時」に関する情報を伝えるものであるがために、混同される

ことも多く、その違いも完璧に明白ではない。伝統的学校文法においては、英語には表１が示

すように、１２時制があると教えられてきた。

 

　そこで、どうして時制とアスペクトが混同されるのかについて、検証したい。まず考えられ

ることは、認知言語学において、時制とアスペクトの概念自体が変わってきた点である。詳細

な変遷については宗宮（２０１０）を参照されたい。１９３１年にイエスペルセン（Jespersen）が包

括的な文法書 A Modern English Grammar において、２
　

 時制を提示し、アスペクトは時制の

下位範疇として扱った。リーチ（Leech, １９７１）は現在/過去、進行/完了の体系を提案した。一

方、コムリー（Comrie, １９８５）は Tense において、will を用いた未来時制も含めた３時制を主

張したが、少数派であった。クワークら（Quirk et al., １９８５）は時制と時間の違いを強調し、

A Comprehensive Grammar of the English Language において今日を代表する見解となって

いる英語の２時制（過去・現在）と３アスペクト（単純・完了・進行）を提示した。これが現

在、認知言語学においても、教育現場でも浸透している考え方となっている。

しかし、前述のとおり、表１のように英語には１２時制があり、未来時制があると考える日本

人英語学習者が多い。例えば、日本 大級の無料 Q & A コミュニティーサイトである「教え

て！goo」に次の様な質問がある。「英語の時制が１２個あるのは知っています。でも、日本語の

時制はいくつあるのでしょうか？」２ そして、これに対するベストアンサーが「英語の時制は１２

ではありませんよ。これは「時制（テンス）と体（アスペクト）」の組み合わせパターンです。

（中略）英語において時制（テンス）は三種類、過去・現在・未来です。（後略）」となってお

表１：英語の時制

未来現在過去

will studystudystudied基本形

will be studyingam/are/is studyingwas/were studying進行形

will have studiedhave studiedhad studied完了形

will have been studyinghas/have been studyinghad been studying完了進行形
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り、時制とアスペクトを分けて説明しているものの、「時制は３種類」と言い切っている。そ

して、その回答に対するお礼が「多くの先生が過去完了などを時制として扱っているのでそう

思っていました。」となっていることから、中学校・高等学校の授業では、１２時制という説明

が一般的であり、未来を表す表現は、「未来時制」として教えられているという印象を受ける。

英語を第二言語として学習する日本人のみならず、英語母語話者の多くも、英語には「未来

時制」があると捉えるようである。インターネット上の複数の類似の読者 Q & A サイトにおい

て、“Does English have a future tense ?”（英語に未来時制はあるのか）という質問に対して

の回答を見ると、「未来時制はない」とする言語学者寄りの回答をするサイト（Fluent U）、「未

来を表す多くの表現がある」とそつのない回答をするサイト（Real Grammar）、「言語学者だ

けが未来形はないと主張する」というサイト（Stack Exchange）など、様々である。読者の投

票を募るサイト（Using English.com）によると、一般読者の６２％は未来時制はあると言い、

３８％はそうではないと言う。やはり、英語母語話者の間でも、一般的には英語には未来時制が

あると考える人が多いようである。

第３章：英語に未来時制がない理由

では、英語には未来時制がないと主張する根拠について見ていきたい。英語に未来時制はな

いと主張する多くの意見は、英語には動詞の未来形がないことを理由にあげる（例 Quirk, et 

al.）。確かに、過去形は、規則変化動詞であれば語尾に -ed をつけ、不規則変化の動詞の場合

は、異なる過去形を持つ。それに対し、未来形への動詞の語尾変化はなく、助動詞の ‘will’ ま

たは ‘be going to’ を使わなければならない。つまり、英語では、未来の事象は ‘will’ を用い

て表現可能だが、形の上からは、未来時制は存在しない。これを理由に多くの文法書は２時制

（過去・現在）を採用する。例を挙げると、Cambridge Grammar of English（Carter & Mc- 

Carthy, ２００６）、Meaning and the English Verb（Leech, ２００４）、COBUILD Advanced Dictionary 

of English（２０１８）、Practical English Usage（Swan, ２００５）、現代英文法講義（安藤、２００５）

などである。それに対し、未来時制を主張する言語学者もいる。デクラーク（Declerck, １９９１）、 

ソルキー（Salkie, ２０１０）は未来時制があるとし、ソルキーは ‘will’ の未来時の指標の役割が

大きいと主張する。

英語に未来時制がないとするもう一つの理由は、未来時制を表す主な表現として挙げられる

‘will’を時制の形態素とするには、あまりにも豊富な他の法的な意味（推量、予測、可能性、
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意思等）を持っており、「未来」を表すものではないからである。久野、安藤、Quirk らは、

この主張をもって、‘will’ は未来を表すものではなく、英語には未来時制はないとする。例を

挙げると、2a の may が未来を表す形態素ではないのと同様、１a の ‘will’ も未来を表すもの

ではなく、可能性の度合い（推量）を表しているだけであると主張する。

１a． It will be cold and cloudy tomorrow.（未来）

１b． She will be out now.（現在）

２a． It may be cold and cloudy tomorrow.（未来）

２b． She may be out now.（現在）

つまり、３
　

 が示すように、‘will’ は他の助動詞とともに、法助動詞の体系を形成しており、

‘will’ だけを取り出してそれだけが未来を指す文法形式であると言えないとする。

３． He will/can/may/must/should/might come tomorrow.

　しかし、他の印欧語が他の用法から未来時制を表す形態素を形作っていったのと同様、英語

においても ‘will’ が未来時制を表す形態素と認識されるようになるかもしれない。実際、４a 

は意思を表しているが、４b は単純未来を表していることに異論はないのではないだろうか。

４a． I will go visit you sometime.（意思）

４b． I will be ６０ in a few years.（単純未来）

第４章：教員の意識、授業で状況

第２、第３章において、現在では、英語の時制は過去・現在の２時制であると捉えることが

一般的であるが、一般的な認識は必ずしもそうではないことが示された。では、実際の中学校、

高等学校の授業ではどのように未来が扱われているのだろうか。次の３項目について、無記名

のアンケートを実施したところ、現職教員２４名、教職課程を目指す学生１３名の計３７名の回答を

得た。
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�　時制についての説明時に、「英語には現在、過去、未来の３時制がある」と説明する

�　「未来形」「未来時制」という表現を使う

�　‘will’ と ‘be going to’ の違いについて、‘be going to’ はすでに決めてある予定や計画

を述べるときに使うと教える
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グラフ３：「‘be going to’ はすでに決めてある予定や計画を述べるときに使う」と教える

グラフ２：「未来形」「未来時制」という表現を使う

グラフ１：「英語には現在、過去、未来の３時制がある」と説明する



以上、３
　

 点についての回答をグラフにしたものが、表１、表２、表３である。表１に示す通

り、英語には現在・過去・未来の３時制があると説明するとの回答が６割弱（３７名中２１名）あ

り、３
　

 時制であると説明する場合の方が多いことが分かった。また、表２から、現在ではより

望ましいと考えられる「未来表現」という表現よりも、昔ながらの「未来形」「未来時制」と

いう表現を用いるとの回答（「よく使う」が３７名中７名、「使うことがある」が１４名）と６割弱

あったことがわかる。ただし表３から、 ‘will’ と ‘be going to’ の違いについては、９
　

 割（３７

名中３３名）が ‘be going to’ はすでに決まっている予定について用いられると説明するとの回

答があったことがわかる。

つまり、学校現場において、今でも「未来時制」や「未来形」という表現を用いた説明がな

されていることが、英語には３時制あるという考えが広がっている原因であると考えられる。

第５章：学習指導要領・教科書での記述

前章では、実際の授業における「未来」の扱いについてアンケートをもとに見ていったが、

授業の核となる、学習指導要領や検定教科書において、時制や「未来」がどのように扱われて

いるか、検証したい。

学習指導要領は、およそ１０年ごとに改訂されており、検定教科書もそれぞれの学習指導要領

に従って、作成される。表２は、各学習指導要領における未来に関する記述、およびそれぞれ

に準拠発行された東京書籍の New Horizon ２ での未来の記述を抽出したものである。

 

 

表２：中学校学習指導要領、New Horizon ２ における「未来」の記述

New Horizon ２ での記述出版年学習指導要領での未来の扱い施行年

未来形S４１年度動詞　時制は…未来形S３７

未来形S５０年度動詞の時制のうち…未来形S４７

未来形S６２年度動詞の時制のうち…未来形S５６

未来の表現H５年度動詞の時制のうち…未来形H５

未来のことを表すH１４年度動詞の時制など…助動詞などを用いた未来表現H１４

未来のことを表すH２４年度動詞の時制など…助動詞などを用いた未来表現H２４

未来表現R３年度動詞の時制及び相など…助動詞などを用いた未来表現R３
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表２から、平成５年施行の学修指導要領までは「未来形」という表現が用いられていたが、

平成１４年施行のものからは、「未来表現」という言語学分野でも確立されたより適切な表現に

切り替えられていることがわかる。検定教科書 New Horizon ２ においては、学習指導要領を

先取りする形で、平成５年発行の教科書から「未来形」ではなく、「未来の表現」と表記され

ている。また、 新の令和３年施行の学習指導要領において、これまではまったく扱われてい

なかった「相」、つまりアスペクトの考え方が示された点が特筆できる。

次に、他社の現行（平成２７年検定）の教科書も含め、未来に関する記述を抽出してみた。

 

表３が示す通り、どの教科書においても、時制は現在形、過去形という表現だけが用いられ

ており、「未来形」という表記は見られない。また「未来」に関する表現、用法については、

will は未来、be going to は未来、または予定を表すとしているものが多いが、will と be going 

to の使い分けを明記しているものとしていないものは半々であった。

また、 新の令和３年施行の学習指導要領に準拠する令和３年使用開始の教科書において、

未来に関する記述をまとめたものが、表４である。表４から、未来に関する用法がこれまで以

上に細かく説明され、New Crown を除き、will はその時決めた予定であるのに対し、be going 

to はすでに決まっている予定を表すことが明記されていることがわかる。さらに、表２に示す

現行教科書までは「未来」に関する用法は中学校２年生まで提示されていなかったのが、新教

科書においては、半数の教科書では中学校１年生で提示されることが大きな変化である。

 

表３：現行教科書における時制、「未来」に関する記述、用法

未来時制教科書

will � 未来、be going to � 予定現在形、過去形One World ２

will, be going to � 未来を表す表現現在形、過去形New Crown ２

will � 意思、未来、be going to � 予定、計画現在形、過去形New Horizon ２

will, be going to � 未来表現現在形、過去形Sunshine ２

表４：新教科書における「未来」に関する記述、用法

未来教科書

will � 未来についての予想、be going to � 予定、計画One World １

will, be going to � 未来を表す表現New Crown １

will � その時決めた予定、未来、be going to � 決まっている予定、未来New Horizon ２

will � その時決めた予定、未来、be going to � 決まっている予定、未来Sunshine ２
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（近年の学習指導要領では、中学校で学習すべき項目が網羅されているが、どの学年でどの

項目を学習するかは、教科書に委ねられている。）時制、特に未来に関する表現・用法の説明

において、より適切な表現、用法を教科書が提示するようになることを考えると、教える立場

の教員もそれに沿った教え方、扱いを心がける必要がある。

では、実際に授業ではどこまで教えることが望ましいかについて提案していきたい。実際の

授業では時制とアスペクトの一覧は表５のように教えることが望ましいが、中学生には「相」

という表現ではなく、「進行形」「完了形」という表現が適切である。

 

前述のとおり、今の教科書では、英語には現在と過去の２時制からなり、時を表すものは、

過去時制、現在時制、そして「未来を表す表現」からなり、‘be going to’,‘will’ は未来を表

す表現の一部であることを提示することがよいと考える。そして、‘be going to’ はあらかじ

め決まっている予定や計画について、‘will’ は未来のこと、その場で決めたことを表す際に使

われることを示すとよい。その際、次のような違いがはっきり分かるような用例とともに示す

ことが望ましい。

〈学校で〉

Keiko: Do you want to have tapioca drink after school ?

Yoshiko: Sounds good.　I will see you at the school entrance at ３:３０ PM.

〈お母さんから電話〉

Mom: Are you coming home straight ?

Yoshiko: No, I’m going to have tapioca drink with Keiko.

Keiko との会話の中では、その場で決めたことなので、‘will’を用いるが、お母さんとの電

話の会話時には、もう決まっていた予定であるので、‘be going to’ が用いられている。もち

ろん、このようなニュアンスの違いをすべての生徒が使い分けられることを期待するのではな

表５：時制とアスペクトのマトリックス

完了進行形（相）完了形（相）進行形（相）基本形時制

had been walking
過去完了進行形

had walked
過去完了形

was walking
過去進行形

walked
過去形

過去時制

have been walking
現在完了進行形

have walked
現在完了形

am walking
現在進行形

walk
現在形

現在時制

will have been walking
未来完了進行形

will have walked
未来完了形

will be walking
未来進行形

will walk
未来表現

未来表現
（will）
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く、違いにまで気を配る生徒のための情報とした方がよい。

さらに、未来を表す表現は複数あるが、すべての用法が出そろった段階で、まとめとして次

のように５用法をまとめて提示するとよい。

①　will ＋ 原形 He will leave tomorrow.

②　be going to ＋ 原形 He is going to leave tomorrow.

③　現在進行形 He is leaving tomorrow.

④　will ＋ 進行形 He will be leaving tomorrow.

⑤　現在時制 He leaves tomorrow.

奇しくも、この５用法は Leech が Meaning and the English Verb（２００４）で提案したもの

と同一である。

第６章：最後に

本稿では、時制とアスペクトに焦点を当て、英語の未来時制および未来表現について言語学

者の見識に基づいて考察を行った。現在では英語には現在と過去の２時制と未来を表す表現が

あるとの見解が一般的であることを示した。さらに、学習指導要領および教科書でも、言語学

での見識にならい、平成１４年以降の学習指導要領では「未来形」という表現は用いられなくな

り、同年以降の検定教科書においても、「未来を表す表現」として扱われていることが分かっ

た。

しかし、実際の授業においては、いまだに「未来形」または「未来時制」という説明が一般

に行われていることから、英語には現在・過去・未来の３時制があるという理解を助長してい

るのではないかと考えられる。「未来時制」という用語が用いられなくなり、「未来を表す表現」

と学習指導要領にも明示されているのであるから、指導すべき事項について、言語学的な知識

を取り入れ、用語の変化に対する教員の意識改革を期待したい。‘will’や‘be going to’は

「未来時制」ではなく、「未来を表す表現」の代表的な手法であると教えることこそが、より正

しい教え方であろう。さらに、実際の授業で提示すべき時制のマトリックスを提案した上で、

時制に関し、複数の未来表現を整理して提示することの重要性や、ニュアンスのちがいの提示

例を示した。

以上のことから、ことばという生きた科目である「英語」を教えるうえで、言語学の新たな

進展に伴い、中学校での教授内容にまで変化が起きることが見て取れた。ことばは変わるもの
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であることを忘れず、新しい内容に対応できるようアンテナを張り、柔軟に対応していただき

たい。
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